貨幣、金融と経済成長 by 吉田 義三
















































































































































































































































































































図 2 の 1515 は産出量が Q である場合の
需要曲線であり， ss は供給表である o psは
供給価格であって，標準的な設備操業度に
おける単位主要費用にマークアップ率プラ
ス 1 を乗じたものである。 Q は利用可能な
生産資源の完全利用の潜在的産出量であり，

























































































































































lr，t)=5'(t) 二 5'b(t)+ 5'h(t) 
























てきまる。いま前者を α，後者を β であらわすと，
α (1 +β) 
司ベリ
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の値がどうなるかである。(1十β) の増加率よりも α の減少数の方が大きいなら，投資資金の
供給は，当然に相対的に減少する。 β の変化に対応し α がどう変化するかは理論的になんとも
いえないが， β が大きくなるときに α が減少するのは，理論的にも事実からも明らかである。
非金融部門がその総「貯蓄」のうちから自部門の投資資金として提供しうるものは，
I凡=1α (1 +β)
であるから，この部門「貯蓄」から捻出される投資資金 (IFp ) は， α (1 +β) が I よりも大で






安定成長経済では投資は年々増加するから ， t 期の α (1 +β) 5'(t)は，次期の投資Ic.t+ l) よりは
小さい。つまり，
α(吋)<ヤ




すと， L(山}一 α (1 +β) Ic.t)が，安定成長のために必要な他部門からの資金調達額である。企業
にとっての負債の増加は，もちろんこれだけに止まらない。家計の α (1 +β) 5'hの投資資金と
しての吸収も，一般的には負債の増加という形をとらねばならない。家計からの資金調達を含
めると，安定成長のための企業の投資資金必要額の企業の内部資金に対する不足額は，




5b+$.=1十 (G-T)+ (X-Z) 
である。ただし G は政府の財・サービスの購入， T は総租税から移転支出を差し引いた純租
税， (X -Z) は対外経常収支の黒字である。これを書き変えると，






をとることである。 L(t+1) - s,(t) > 0 ならば，この内部資金の不足額は，必要投資が成立するため
には，この不足分を埋めるための外部資金の調達が必要となる。必要投資が内部資金だけによ
って賄われるための必要条件は，
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